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財
政
事
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成
及
び
公

表
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関
す
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三
十
年
高
萩
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例
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九
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定
め
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と
こ
ろ
に
よ
り
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昭
和
三
十
二
年
四
月
一
日
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ら
昭
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三
十
二
年
九

月
三
十
日
ま
で
の
期
間
に
お
け
る
高
萩
市
財
政
事
情
書
を
次
の
と
お

り
公
表
い
た
し
ま
す
。
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一
年
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算
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八
Ｖ

叩ｎ

へ
び
Ｆ
抄
バ
リ

Ｒ

ｕ

り

’
一
″
ｎ
Ｊ

戸
〃
剣
１
４
具
、
。

⑰
〃
０
か
、

０

１
Ｌ
“
坐
別
〆
戸
イ

ハ

Ｕ

”

⑪

９
因
り
】

１
９１

’
1

1

1

1

一
、
七
八
五
、
一
九
四
円

才
出
決
算
見
込
額

一
、
一
六
一
、
三
五
六
円

才
入
才
出
差
引
残
金

六
二
三
、
八
三
八
円

は
昭
和
三
十
二
年
度
へ
の
繰
越

金
で
あ
っ
て
、
決
算
の
状
況
に

つ
い
て
は
別
表
の
と
お
り
で
あ

り
ま
す
。

＃: 量童購入f 'I制
QベO
ひ 工白

０
』
〃
り
一
り
７

戸
』
。
〃
９
０

０
０
４
６
２

且
凹
凸
■

庁
ｊ
（
ｂ
り
ゞ
、
。
ｑ
〃

－
Ｊ
１

－

一

８

－
〃
１
８
７
９

両
ソ
』
Ｆ
ｉ

ハ
叩
堵
》
小
列
／

リム

］
ｆ
４
，
Ｊ
Ｌ
〃
Ｏ
ｈ
ｒ
ｒ
ｌ
０
ｒ

Ｏ

Ｊ
ｆ
Ｊ
１
紐
，
Ｊ
１
、

〃
Ｕ
１
’
６
ｊ

■
。
■
■

７
ハ
０
ハ
リ
ハ
ら
い
〃

５
０
１
－
Ｊ

二
心
可
上
、
ひ
岸
』
４
Ⅱ

２
鵬汀、

リ

ハ
リ
㈹
》
リ
ー
【
』
ハ
Ⅷ
一
ｊ

り
一
Ｆ
小
川
』
〃
〉
、
叩
け
〕

巾
●
か
い
ひ
４
ま
、
ひ
ｎ
〉

狼０

合
■
■
■
■
■

，
８
り
６
㈹
６

贈
Ｌ
ｌ
１
８
０
ｏ
ひ

、
岬
４
８
言
い
ｒ
が
Ｆ
ｊ

ｌ
２
－
Ｊ
９

句
》
９１

企
金
金
入
伍

１
歪
一
ロ

附
入
越
收
合入

寄
繰
繰
維
市

才

申
“
ひ
あ
■

７
８
９
０
１

１
１

０
５

二
Ｊ
○
１
４

２
３

乳
２

，
⑪
１
１

４
乱
Ｑ
Ｕ| 】

172.4()3

' 21
11(） ｊ

Ｏ
ｎ
Ｏ

Ｏ
Ｏ

Ｏ

４

０
４

ｒ
叩
８' 71,892"7］

昭和32年度一般会計ﾐ計才出状況表
,=…■一‘丁＝昌一‘~､＝‐・字F,.､z, 戸宜‘…~j雫F五

一一一- 型
m 期 稚

亀 '一一
2.()12_h器2.()12.b28

〔昭州i33年9月末現在）

五
、
市
民
の
市
税
負

擴
の
状
況

六
、
公
螢
事
業
の
經

理
の
状
況

①
火
葬
場
經
理
の
状
況

收
入
火
葬
件
数
三
一
件

收
入
甑
一
九
、
二
○
○
円

支
出
予
算
額七

九
、
六
○
○
円

額済
期 予算残額

｜｣’

2.()61．122

》
に
よ
一
｜
て
耶
災
グ

ー
巽
山
世
雷
獣
蜜
喪
喪
喪
喪
費
喪
金
費
一
よ
う
に
努
力
し
イ

瀝
生
済
査

計
一
あ
り
ま
す
、
そ
１

日

出

会
所
肋
木
育
諏
衞
經
産
調
挙
依
備
合
一
維
沙
毬
酔
鋤
唾
封

支

筆
健
業
計

出
一
誰
却
梨
麺
唾
罐
偏

科
礒
準
稲
蛙
瞳
岨
醒
罐
蝿
崎
醒
嘩
蠕
畔
才
一
癖
塑
鋸
鑑
丞
建
部

》
オ
で
、
こ
ざ
い
堂
十

予算 ‘細

P1

4， ()”(j‘7(}

〃42063(j1

，1ル魅.85{）

28.0‘~j1.3”

33.2()J76(）

57.月()3.768

3.284.2()(）

6.1師.87(）

1.049.27(）

1S1.84(）

163670

こ
す

ｍ
ｊ
Ｑ
。
１
士
侭
叩
４
ヰ
ニ
ハ
Ⅷ
い

り
』
。
。
Ｑ
Ｕ
岸
』
、
が

戸
鋤
ハ
リ
八
Ｕ
１
１
癖
ｊ

■
■
■
■
６

２
、
Ｕ
⑰
ひ
ｌ
り
］

１
８
戸
ｊ
切
り
８

０
７
５
０
９

？
］
４
声
⑪
ｂ

ｌ

}侭』

,÷;":
573.(jS(〕

5.()31.174

ノ).!)82.731）

2(』!)伽.;兇(｝

1.327.7別

1.“5.784

373.”!)

889()

44．81{）

1.21)"､7Ⅲ}

1.1)12.罪(）

、序
当』妙.426

F?

3.470194

Ⅲ
剃

り
－
０

０
１

２
１

０
３

，
⑪

７

２
り
］

か
じ
１
１
刈
士

イ
士
勒

⑪

Ｑ

Ｑ

ｎ
か
庁
Ｉ
庁
Ｉ

■
■
。

１
士
庁
●
Ｉ
一
Ｊ

卍
Ｕ
剛
４
命
い
〕

ｎ
Ｊ
⑪
『
り
低
Ｕ

〃
Ｕ
１
１
１
１

○
台 30.53()｡422

1”646 I

支
出
額
一
五
六
、
七
八
五
円

②
屠
場
經
理
の
状
況

屑
畜
数
牛
七
頭
、
馬
六
頭
、

豚
八
三
六
頭
、
其
他
二
○
五
頭

收
入
額
一
七
四
、
一
○
○
円

支
出
予
算
額三

○
二
、
七
○
○
円

支
出
額
一
四
、
七
一
八
円

七
、
市
債
及
び
一
時

借
入
金
に
つ
い
て

4,500-0s（ ウ

ｊ
ｊ
１
１
ｊ

４

ｒ
ｑ
ｔ
ｊ
ｌ
ｋ
〃
１
０
〃
１
」
ず
１
１

９
９
１
１
』
〃
⑪
。

２
８
８
７
９
８

３
８
４
芦
曲
り
］
》
，

７
４
９
１
７

３
２
９１１

６

１

１

７
応

ハ
咽
唖
Ｊ
１
訳

一
入
２

髄
７
６
１ Q

1]8.郡I

ｌＪ１Ｊ
、

ソ

］

『

ハ
Ｕ
○

１
Ｊ
Ｌ

岫
哩
師

一
Ｊ
碑

７
－
１

ⅧＵ』

1．4”､30 I

脾
伽
戸
Ｄ

『

戸
助
い
い

、
Ｊ
Ｌ
Ｊ
戸
、
Ｊ
１
’
五

４
Ｆ
・
ｒ
ｆ
■
Ｉ
Ⅱ

？
■
凸

８
〃
６

，
皇
＃
り
り

６
ｏ
］
７

４

９９ Ｉ
ｆ
Ｆ
ｔ
１

５
９

１
９

７
２

２ ９
】
↑
り
７

１
玉
』
ひ
庁
』

せ
■
■

房
ひ
９
０

１
９
６

７
２
７

２
７３１61.＃7".8籾｜

、で節そ業設本思で現の 以
上
に
よ
っ
て
本
年
九
月
三
十

冊
現
在
に
お
け
る
本
市
の
財
政

の
大
要
を
申
し
述
べ
ま
し
た
が

現
存
の
市
財
政
が
い
か
に
容
易

で
な
い
か
陣
お
解
り
の
こ
と
人

思
い
ま
す
Ｏ

本
年
度
に
お
い
て
は
市
庁
舎
建

設
事
業
、
新
設
小
学
校
建
設
弔

業
の
二
大
施
策
が
あ
る
た
め
に

そ
の
他
の
羅
費
に
つ
い
て
は
、

節
減
評

余
儀
な
く
さ
れ
た
わ
け

で
、
あ
り
ま
す
、
こ
れ
も
の
事
業

の
糀
費
に
つ
い
て
は
、
税
收
入

避
主
と
す
る
自
主
財
源
の
確
保

、
死
期
す
る
と
共
に
国
庫
補
助
金

起
侭
に
ど
う
し
て
も
依
存
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
現
状
で
あ
り

ま
す
の
で
恢
力
糀
費
の
姉
城
を

閲
り
又
は
事
業
の
効
率
的
施
行

に
よ
っ
て
收
支
の
均
衡
を
保
つ

よ
う
に
努
力
し
て
行
く
考
え
で

あ
り
ま
す
、
そ
し
て
行
政
水
準

を
い
く
ら
か
で
も
高
め
な
が
ら

福
祉
と
産
業
の
発
展
に
寄
与
し

た
い
も
の
と
努
力
を
重
独
て
い

る
と
こ
ろ
で
勘
り
ま
す
の
で
市

民
の
皆
様
に
よ
り
一
層
の
御
理

解
と
御
協
力
を
お
願
い
致
す
次

オ
で
ご
ざ
い
堂
す
。

⑮
市
債
現
在
高
表

②
一
時
借
入
金
状
況

八
、
市
有
財
産
に
つ

い
て

①
土
地
及
び
建
物

イ
、
土
地

一
四
二
、
九
六
二
坪

ロ
、
建
物

八
、
七
三
二
坪
八
九

②
機
械
及
び
器
具
類

ィ
、
車
輌
四
台

目
消
防
機
械
一
八
台

令
其
他
機
械
器
具
六
台

③
金
円
及
有
価
誘
券

イ
、
預
金

一
、
三
六
八
、
三
二
六
円

ロ
、
公
債一

、
○
○
○
円

〈
、
株
券

三
、
ｑ
、
Ｌ
Ｊ
Ｊ
リ

・
三
ノ
胚
Ｊ
く
く
Ｉ

九
、
む
す
び
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昭和31年度一般会計決算見込Hﾅ況（4）

才 入

■
■
■
■
一
呂
琶
呂
畠
”
■
■
■
０
■
■
■
且
甲
字
９
画
ロ
信
二
Ｆ
■
０
１
Ⅱ
日
南
』
・
目
Ｅ
宇
目
Ｆ
■
■
■
■
■
■
■
■
ｌ
■
呂
呂
二
』
や
”
Ｐ
日
日
Ⅱ
０
Ｋ
閏
』
呂
呂
・
国
＄
則
・
，
，
０
０
・
呂
隅
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｌ
三
目
号
壁
Ｐ
■
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
』
』
』
竺
写
・
■
Ｐ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
■
胃
。
・
・
・
ｄ
ｐ
－
Ｆ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
ｌ
■

本
年
九
月
十
五
日
現
在
で
調
整
し
た
基
本
選
挙
人
名
簿
及
び
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

を
下
記
の
期
間
選
挙
人
の
縦
覧
し
ま
す
か
ら
自
分
が
名
簿
に
の
っ
て
い
る
か
ど
う
か
確
め
ま
し
よ
う
ｃ

縦
覧
の
場
所
高
萩
市
役
所
（
總
務
課
内
選
挙
管
理
委
員
会
）

蹄
榊
》
》
叩
朋
班
叩
奉
唖
十
五
日
間

縦
覧
の
期
間

毎
日
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で

選
畢
人
名
簿
を
縦
覧
し
ま
し
ょ
う

予昇現額に吋する
收入緕額の割合

（)6

！)6

90

9272

］05

117

］13

1:1
152

100

86

125

94

95

101

l0Ij

l48

85

〃7

收入潰額｜ 予算現認に比し｜増 減

’ 2剛"":ﾙ'｜ハ7.1()8.21)5

‘，"I州細’ 制淵11．3()：7．”8

27.77().3(i() 1 2.44()･61(）

’1'"Ⅲ].()45.851

WW:MW3．761．71 11

4.07乳745 斗"743

2166, !24 466･124
］.()()() ］.()()(）

76.326 2(i,326

21).9“.()()()

5,181.942 751 ･2()3

1.815.195 368.542

43.637.772 2.350.0061
2.053.361 10().034

1.(i]8．06(） 22.5()(）

4.()1』3．羽(）

2.8(｝4.”(） （)()8.6”

｣酬:則りI M:!W

目

税

遡 税

民 税

定資産税

転車荷車税

ぱこ湘費硯

気カス税

予算現額科

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
↑
〃
３
Ｓ
倭
』
０
仲
１
０
２

９
り
ぃ
〃
０
０
０
０
０
０
０
０
０
４
５
戸
』
＃
２
２
７
０
７

舟
り
ゆ
９
０
４
０
６
０
０
０
０
０
１
６
７
３
｜
〃
Ｄ
Ｊ
２
０
４

■
■
叩
伊
旬
凸
■
■
■
凸
■
●
叩
。
■
旬
①
Ｂ
叩
■
甲

５
５
８
７
７
０
０
０
０
２
０
６
３
６
５
３
５
－
〃
６
０
７

１
６
８
１
５
０
０
０
０
３
６
０
⑪
４
８
｝
鋤
９
１
９
０
川

４
３
６
２
４
５
９
】
６
７
Ｊ
Ｊ
４
１
Ｊ
』
我
〃
濁
刀
ｎ

０
ｇ
ｐ
■
■
白
■
■
ｑ

９
９
２
０
１
６
３
３
１
９
５
１
ｄ
２
１
４
１
３
－
Ｊ

５
６
１
３
２
４
↑
１

１

l,市

1，晋

1，市

2，固

兜 上1

リン 目

4 チー
ニロ Jｰ

50， 」i画気ガ、 ス枕

6，鉱 産 税

7，木材引取税

8，入 湯 税

2， 旧法による税
2，地方交付税

3，公企業及財産收入

4，使用料及び手数料

5，国庫支出金

6，県支出金

7，寄 附 金

8，繰 越 金

朧〆 &
才入舎計

~一ワワーージー－－－

〃
Ｔ
ｌ
Ⅱ
Ⅱ
日
一
■
日
。
．
；
目
ｄ
ｍ
Ｕ
Ｉ
■
■
■
■
■
■
■
ロ
．
。
、
ロ
．
．
ｐ
赴
け
■
１
０
６
Ⅱ
ｂ

出才

| 要蕊轆轤額予算現額 支出済額 ｜ 不用科

議

役

消

土

目
一

Ｊ
ｊ
３

１
１
①
白
り
ひ

ロ
■
字
・
』
。
■
Ｈ
Ⅱ
１
１
１
■
月
呂
。
・
・
壬
Ｐ
Ｆ
Ｉ
Ⅱ
１
日
■
君
ワ
ロ
。
。
ｐ
・
“
ｒ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｒ
『
・
‐
ｑ
０
Ｂ
Ｄ
ｐ
Ｐ
■
１
１
Ⅱ
Ⅱ
Ｌ
■
・
画
・
・
・
・
ロ
。
、
Ｉ
Ｊ
Ｏ
■
■
Ⅱ
■
言
：
。
ｐ
』
』
《
Ｆ
１
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｈ
・
呂
春
号
・
・
ｒ
ｌ
ｆ
６
１
里
ご
可
言
も
ｐ
ご
■
ｒ
Ⅱ
Ｉ
６
０
ｈ
一

際
認
識
に
対
す
る
啓
蒙
に
資
す

移
動
圖
害
館
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
け
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。

來
ろ
〆
．
｜
、
四
週
間
毎
に
高
萩
市
の
場

合
は
大
能
小
学
校
及
び
松
岡

移
動
図
書
館
は
県
民
に
対
し

て
広
く
読
書
の
便
を
計
り
視
聴
支
所
の
二
ヶ
所
に
来
ま
す
。

覺
を
通
し
て
生
活
文
化
教
養
の
一
、
貸
出
対
象
は
満
十
六
才
以

向
上
、
産
業
技
術
の
進
展
、
国
上
の
男
女
で
利
用
は
一
切
無

８
９
０
『
Ｉ
５
４
８
４
７
２
ｂ
Ｏ
６
０
５

９
９
９
９
９
９
８
９
８
８
９
９
９
９

豊
蛮
費
費
費

51’1)15

270,076

373,476

”7,8()(）

841，“2

3,406,9()7

663,12S

40+,760

3錫,476

32,562

22,386

3()8,丑3

286’248

24,234

7,71<).06ij

会
所
防
木

部
叩
訓
川
焔
制
悪
祁
雛
鵬
鯛
即
刷
一
叩

戸
’
尺
叩
房
ｆ
‐
１
Ｊ
ｎ
秒
辰
’
。
ワ
ー
寸
１
Ａ
Ｑ
”
一
ハ
Ⅷ
〔
●
ひ
侭
リ
Ｔ
Ｉ
Ｊ
‐
ｆ
生

Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
７
ｊ
勺
夕
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｙ

Ｏ
８
８
０
２
８
３
３
４
８
０
８
０
８

７
－
Ｊ
１
４
９
⑩
８
９
９
９
４
１
９
１
８

３
０
３
８
７
７
り
声
〃
の
当
１
５
３
２
０
－

毛
ノ
ｑ
Ｊ
岨
Ｊ
ｃ
Ｊ
９
〃
ｑ
Ｊ
巳
刀
争
″
↑
ず

３
１
⑧
⑪
６
６
２
４
６
り
］
３
７
１

Ｃ
Ｏ
１
１
－
り
４１

０
６
０
６
０
６
２
８
４
０
９
８
〃
坐
２

０
６
６
１
う
り
８
り
ゆ
１
７
６
６
０
Ｄ
Ｕ
７

６
６
？
』
９
６
４
８
９
８
岸
〃
０
０
４
２
４

７
３
１
７
Ｊ
７
Ｊ
，
ｊ
Ｊ
１
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｉ

９
］
８
う
】
７
Ｊ
ｌ
Ｊ
８
７
７
０
ｏ
ひ
７
６
４
７

２
ワ
ー
ク
》
ｎ
○
戸
』
９
－
〃
９
３
８
３
９
９
２
９

４
８
’
７
４
月
１
６
９
６
１
Ｆ
Ｄ
７
４
０

３
１
３
７
７
６
５
６
２
”
心
芦
吻
７

１
，
，
，
，
，
，
Ｊ
１

８
．
１
１
５
丹

１

』

5，教 育 費

6，社会及静仇施設費

7，保険衛生費

8，産業経済費

（)，財 産 費

]()，統計調査費

11,選 挙 費

12,公 債 費

13，諸支出金

14,予 倣 費

才入舎計 ’

昭！]31年度特別会計都市計画事業餐決算見込状況（5）
入才

予算現額に

收ｽ､済‘領の

予算現瓶に此し收入済額予算現額

3，”4,466

50(),()()(）

50()

4“4,9"

入
金
入

ｋ
日
幽
計

噸
越
收
合

一
》
宋

入

一
企

科

公

繰

雑

才

１
２
ｍ
⑪

減

2,632,836

76,436

500

2,709,772

増

’
Ｐ
■
０
０
口
Ⅱ
ｌ
已
一
毎
三
・
、
吾
■
Ｉ
Ⅱ
１
日
■
■
』
Ｆ
”
昌
二
畠
伊
画
０
８
８
Ⅱ
■
■
弓
弓
言
呂
が
■
Ⅱ
ｌ
Ｈ

料
四
週
間
か
り
ら
れ
ま
す
。

一
、
今
度
の
巡
回
は
大
能
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
十
一
月
二
十
七
日

午
後
三
時
二
十
分
よ
り
四
時

十
分
迄
、
返
却
は
次
の
巡
回

の
と
き
に
責
任
を
も
っ
て
返

し
て
下
さ
い
。

洲
“
｜
Ⅷ

ｍ
ｈ
ｖ
尺
〃
１
几

７
７

１
３
戸
ひ

６
り
〕
８

，
つ
４
７

Ｊ
１

１

師
一
知

』 出

予算現額に対･ｵｰる

予蝋: 現題|支山_童題|不用額 支出済額の割合

~E1)4:,"6- 1｣(j1,356 "","
4,494,1)6() 1,161,31(j 3,333,610

｜
’’

’目科

６

６

２
２

1,都市計画學業費
才出合計 ．
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市報た か は ぎ (4）|RIIu棚flﾐ11ﾉ)1n光『了

歳
末
市
税
完
納
促
進
運
動
実
施
に
つ
い
て

市民のT1j税負婚の状況(6)

趣
旨

近
年
噺
次
住
民
の
納
税
意
識
が
高
哉
っ
て
き
た
と
は
言
え
、
い
ま
だ
本
市

に
お
い
て
は
完
至
な
自
主
納
付
を
期
待
す
る
こ
と
は
程
遠
い
感
が
あ
り
、
又

滞
納
額
も
徐
々
に
減
少
し
っ
Ｌ
あ
る
が
、
そ
の
一
掃
に
は
幾
多
の
困
難
が
予

想
さ
れ
る
。

そ
こ
で
「
碗
は
完
納
者
が
自
主
的
に
必
ず
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で

あ
る
」
「
共
同
札
会
に
お
け
る
各
自
の
負
担
が
肚
会
一
般
の
繁
榮
を
も
た
ら
し

そ
れ
が
が
い
て
は
直
接
間
接
に
自
己
の
利
益
に
な
る
」
と
い
う
観
念
と
理
解

と
に
倣
底
せ
し
必
、
本
市
催
奈
財
政
確
立
の
た
鈴
に
税
收
の
確
保
が
一
層
尖

望
さ
肌
て
い
る
現
在
、
匠
奴
ら
に
雁
え
る
た
め
完
納
促
進
運
動
要
領
に
よ
り

市
税
完
納
促
進
迎
動
を
推
進
し
優
秀
な
る
徴
税
の
成
績
を
收
め
ん
と
す
る
。

》
－

毒
ｉ
－
１

－

編
‐ 訓定"燕 |'瀝二1扁雪$T礦ニス

剛 一一 一iⅢ
7パ,7'' 12li7『-| 1 1 ．:-13,う

当I） 桶 2

１

１
●
、
》

‘
１
，ワ

ョ

キ
ｊ
■
ｆ

り

］
画．ｒｕ

Ｊ
」
ｋ
Ｊ

ｖ
ｆ
」
ノ
ト
ー
ケ
記

，１

ず
刈
小
１
㎡
１
小
’
千
俳
好

１
世
３
，
１

Ⅱ

、
刃
膿
刑
Ⅱ

P一房一戸､ "､

〃．; /Z., 1 ,1.コ 1 ;｝ ！川 2. 1 }i ） I1

17 (j ‐1 1川 21i2, ）
「L 1

〃， ）

１
１

字
』
叩
小
闇
ｊ

、
ノ
ヨ
１
ｉ
』
ｊ

も
二
閨

Ｆ

房
ｊ
，
リ
ヨ
ー
Ｊ

、
ｌ

Ｉ
Ｆ
Ｉ

Ｉ
１
心
心
い
内

卜
、
、
Ｊ
ノ
ヨ
ー
、
Ｆ

、
Ｉ
も
卓
Ｊ
４
１

『

税
溌
純
、
税
税
税
脱
税
税

「
７
１
坐
コ
コ
ー
虫

産
郵
‐
ず
ス
；
，
、
藍

０

Ｊ

ｆ

『

ＤＪ

弓

茨
Ⅳ
執
討
刀
産
引
湯
告
．

１

’

一

、

Ｌ

雅
一
吸
干
ゞ
気
材
法

Ｊ
刑
ｌ
１
１
ｊ
１

回
自
た
甑
砿
木
入
広
旧

Ij;郷 1 .18( ｝

)･':割； 72

17 ０
月

Ｉ
１

，
聖
勺
１
Ｊ|"813．21 1 ８

〃
］
〕
１
１

７
録
１
０
Ｊ
１
１

戸
り
芦
切
岬
い

I i7;).7-11,( l

1 1 ｛

126

ﾄバ ●
ノ
０
二
面
０
色
ｂ
Ｆ

ｇ
一
一
柳

|_( }()(）

(i()I）

Ｉ

ｊ

－
７１|,IH{),131i

高市債現在 表（7）

一時借入 状況(B)
八

童

斯
一
且
”

牢
－
３

今

逮

一
償
一借八先 總撫僧籍

郵政省簡易保|填局 － 32

迫

・
ｐ
ｒ
ｌ

Ｕ
に１ 入額笹 瞳

剛
一
則

額
額
一
州

違
金
珈

１
１

未償還額1H 都
U()(）

金
一
州心４

(）)

一

言

実

施

期

間

〆

一
ゞ
月
十
五
日
よ
り
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

オ
ー
班

諦
二
“

オ
四
班

オ
五
班

オ
六
班

班
名 一

、
運
動
の
期
間

十
一
月
十
五
日
よ
り
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

二
、
運
動
の
要
領

１
、
懸
垂
幕
の
設
置

市
役
所
及
び
、
支
所
の
玄
関
入
口
に
設
置
す
る
。

２
、
横
断
幕
の
設
置

市
内
枢
要
の
地
に
横
断
幕
を
設
置
す
る
。

３
、
立
看
板
の
設
置

駅
前
広
場
に
立
看
板
を
設
置
す
る
。

４
、
ス
ラ
イ
ド
の
上
映

高
萩
劇
場
、
、
ヒ
ヵ
リ
座
に
ス
ラ
イ
ド
を
上
映
し
納
税
思
想
の
昂
揚
に
つ
と
め
る

５
、
特
設
督
励
班
の
編
成

運
動
期
間
中
市
職
員
全
貝
を
も
っ
て
納
税
督
励
班
を
綿
成
し
、
納
税
完
納
督
励
を
行
う
。

６
、
特
設
滞
納
整
理
班
の
編
成

運
動
期
間
中
税
務
課
員
を
も
っ
て
滞
納
整
理
班
を
編
成
し
、
長
期
間
滞
納
者
、
高
額
滞
納
者
に
対

す
る
差
押
物
件
引
上
げ
公
売
処
分
の
実
施
を
行
う
。

７
、
宣
伝
班
の
編
成

自
動
車
に
よ
る
宣
伝
山
車
を
出
し
、
市
内
巡
回
チ
ラ
シ
を
配
付
納
税
完
納
啓
発
を
行
う
。

Ｂ
、
協
瀧
会
座
談
会
の
開
催

連
動
期
間
中
別
途
日
程
に
よ
り
、
納
税
組
合
未
設
置
部
落
に
つ
い
て
青
年
会
、
婦
人
会
の
幹
部
仙

話
人
連
絡
員
等
の
参
集
を
求
め
協
瀧
会
座
談
会
を
開
催
納
税
組
合
設
立
の
糊
漿
を
行
う
。

９
、
一
齊
検
札
の
実
施

自
転
車
荷
車
等
の
一
齊
松
札
（
路
上
検
査
、
戸
別
検
査
）
を
実
施
し
無
錨
札
の
摘
発
を
行
う
。

Ⅷ
、
納
税
宣
伝
清
書
、
並
に
作
文
募
集

市
内
各
小
学
校
児
童
生
徒
よ
り
納
税
に
関
す
る
作
文
を
募
集
し
、
審
査
の
結
果
侭
秀
な
も
の
に
は

賞
品
を
授
与
し
順
次
巾
報
に
揚
赦
し
一
般
に
公
開
す
る
。

尚
納
税
標
語
の
清
書
を
依
軸
各
家
庭
に
掲
示
せ
し
め
る
。

特
設
督
勵
班
の
編
成

一
、
班
の
編
成

Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
ｆ
ｉ
Ｈ
Ｉ
Ⅱ
日
日
１
１
月
１
日
Ｐ
ロ
…
ｉ
■
■
ｌ
Ⅱ
Ⅱ
１
０
６
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｆ
ｌ
。
７
１

ｊ

ｉ
６
‐
‘
，
Ｏ
ｄ
ｂ

Ｆ

，

・
・
’

．

■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
ｊ
Ⅱ
Ｆ
１
‐
１
１

，

Ｉ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
川
ｌ
Ｉ
１
１
Ｅ
■
■
Ｉ
■
且
■
■
■
■
■
日
■
■
■
■
■
日
■
■
■
０

名

捨
当
課
所
名

受
持
・
×
一
域
一
徹
收
月
楪
柵
一

◎
完
納
促
進
運
動
要
領

両士總’
溌
、木務

農

林課課，

笥
工

課

但北北仲
B]町町町

、 ､ 、 、

'j､下浜肥
|淡計卿'前
RJIIzI A山

､ “仁｜ 、

菜沌東

可桜iⅡ
閉合上
沙町手

!』弱’
3嗣廻l
1J 下横
蓄組川
三 三三

二二
○○

、 ､

○○

○○

○○

円円’

町砂高町躁梨畷融澱魂課工間林農鳥町の仲、

町仲一前肥Ⅲ

町北一凹浜、
‐ｒＬＴＪ１ｏＬざ１

１１刑出川．寺ｒＩユ心・

岡工課酔誤馳湛

い抑、心手１１『

町桜小鳥山町の仲、町砂高、町莱、

）、二三、

隔
祉
事
務
所

農
委
厚
生
課

教
委
会
計
課

一
一
石
Ｑ
ｏ
ｏ
Ｏ
川

浜
、
上
君
田

三
半
Ｕ
、
）
、

南
町
、
一
九
町

屡
耳
ゞ
Ⅱ
、
北

硬
良
川
、
北
元
町

組
、
北
方
、
台
、
駒
木
原
、
高
救
礦

一
間
口
、
大
能

一
轌
龍
川
南
組
、
秋
山
中
坪
、
行
人
塚
、
石
河
原

、
秋
山
下
坪
、
下
手
綱
、
若
栗
、

一
二
三
、
）
、

一
二
一
二
一
ユ
、

三
三
五
、

く
く
く
ト
ー

フ
コ
フ
リ
ー

恥
皿
恥
州
一｜
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大
学
は
唯
一
枝
あ
る
だ
け
で
濫

学
部
と
縄
済
学
部
と
言
祁
学
部

と
三
学
部
だ
け
で
す
早
烏
さ
ん

と
云
う
人
が
こ
の
大
学
で
微
へ

た
り
叉
洲
稚
研
究
を
し
た
り
し

ま
し
た
い
授
業
料
は
徴
し
て
ま

ぜ
ん
食
調
一
ヶ
川
川
面
Ⅲ
と
一

ヶ
年
間
の
洗
沸
代
七
百
円
と
を

出
せ
ば
よ
い
そ
う
で
す
、
男
女

は
共
学
で
あ
る
が
恋
愛
は
な
い

そ
う
で
す
。
豊
か
な
島
国
で
椰

子
十
本
も
持
っ
て
届
れ
ば
一
ヶ

年
の
生
計
が
楽
に
た
つ
付
だ
か

ｉＩ
ＩＩ

動
画
ン
ボ
會
議
の
印
象

…
＃
． I”

フ『

坐I

和
鈴

ら
、
コ
セ
ノ
、
し
た
と
こ
ろ
が

な
い
ら
し
く
日
本
の
よ
う
に
川

收
い
く
ら
の
彼
氏
と
結
婚
し
た

い
等
と
打
師
的
な
結
婚
は
し
て

な
い
、
い
し
い
。
大
学
四
ヶ
年
の

課
搾
を
終
れ
ば
皆
英
国
へ
行
く

そ
う
で
あ
り
ま
す
、
師
範
学
校

も
み
て
来
ま
し
た
が
、
就
職
組

は
一
了
年
岡
修
後
年
俸
二
万
円

だ
と
申
し
ま
す
か
ら
經
済
的
に

は
楽
に
結
婚
生
活
が
で
き
ま
す

中
学
も
町
に
三
校
あ
り
三
年
で

修
了
し
進
学
組
は
二
年
修
業
で

１
１
１
４
、
寺
、
、
、
ｈ
ｌ
０
Ｉ
ｌ
ｂ
、
Ｌ
ｑ
、
Ｌ
Ⅱ
口
凸
１
１
、
ｂ
ｂ
、
、
Ｂ
Ｉ
０
ｂ
Ⅱ
Ｉ
ｂ
、
、
§
、
ｈ
Ⅱ
ｑ
Ｂ
Ｉ
１

Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
０
、
、
、
、
Ｉ
ｌ
ｌ
６
１
Ｉ
、
、
、
１
１
０
１
１
，
、
、
、
、
０
１
４
１
１
、
：
、
、
０
１
４
１
１

ド
蕊：

錨

無鮮 蕊
【4】

司
新国道コンクリー ト伽装工事状況

情
操
教
育
を
重
視
し
て
經
営
し

て
る
美
点
を
あ
げ
て
讃
辞
を
惜

し
ま
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
実

に
こ
の
児
の
所
作
に
感
動
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
園
長
と
共
に
一
記

念
撮
影
を
や
っ
て
１
さ
ま
し
た
、

入
園
入
所
稗
は
早
く
て
四
才
大

体
五
才
で
す
か
ら
割
合
早
く
義

務
教
育
を
終
り
ま
す
、
だ
か
ら

女
は
大
概
十
二
才
頃
か
ら
結
婚

生
活
に
入
り
、
十
五
才
位
で
子

特
ち
に
な
り
ま
す
、
そ
の
代
り

早
く
老
け
ま
す
、
私
の
年
を
あ

本
隼
の
作
況
は
苗
代
の
順
調
な

る
成
育
と
楠
付
当
初
の
好
天
候

に
恵
ま
れ
、
豊
作
を
予
想
さ
れ

た
が
本
田
移
植
後
の
曇
天
多
雨

に
よ
る
日
照
の
少
な
い
天
候
に

災
さ
れ
、
予
想
を
裏
切
る
か
に

み
え
た
が
之
れ
に
対
し
肥
培
管

理
と
病
害
虫
の
防
除
に
全
力
を

つ
く
し
非
常
に
よ
い
地
作
の
結

果
を
も
た
ら
し
、
例
年
に
比
し

病
虫
害
は
著
し
く
少
な
か
っ
た

し
か
し
七
月
上
旬
よ
り
八
月
中

旬
に
か
け
て
温
鹿
が
非
常
に
低

下
し
冷
害
の
兆
候
が
あ
ら
は
れ

成
育
は
遅
延
の
一
途
を
た
ど
っ

た
が
そ
の
後
回
復
し
て
分
け
つ

は
少
な
い
が
何
と
か
平
年
作
ま

で
と
管
理
の
万
全
に
力
を
注
い

だ
。

結
実
期
に
入
り
中
晩
稲
に
青
立

ち
多
く
作
況
調
査
の
結
果
は
山

す
、
小
等
校
四
年
か
ら
進
学
し

ま
す
。
幼
稚
園
を
み
た
が
孤
児

園
へ
行
っ
た
ら
散
髪
を
や
っ
て

ま
し
た
。
所
が
一
人
の
男
の
子

が
赤
い
花
の
咲
く
木
の
枝
を
折

っ
て
き
て
私
に
く
れ
る
の
で
す

こ
こ
で
も
私
は
こ
こ
の
園
長
の

〃
今
年
の
稲
作
状
況
は

さ
ん
に
す
上
め
ら
れ
て
砿
長

（
別
名
ス
ピ
ー
カ
ー
）
に
会
い

ま
し
た
席
は
与
野
党
対
抗
し
朧

に
争
論
し
て
る
の
も
み
ま
し
た

米
作
は
年
川
回
で
反
收
七
斗
位

樅
種
し
て
八
十
日
で
結
実
す
る

の
だ
そ
う
で
す
、
鯆
郡
に
う
な

っ
て
直
ぐ
州
稲
す
る
の
で
す
、

私
が
み
た
時
も
十
人
位
の
男
女

が
鼻
唄
で
う
な
っ
て
ま
し
た
、

勿
論
無
肥
料
で
す
。
指
導
者
た

ち
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
日
本

か
ら
農
業
の
技
術
者
を
是
非
よ

間
高
冷
地
帯
は
約
半
作
、
平
坦

地
に
お
い
て
も
一
割
か
ら
二
割

の
減
收
を
予
想
さ
れ
本
市
は
平

均
一
割
五
分
減
と
な
り
、
実
收

高
、
一
万
五
千
石
と
推
定
さ
れ

る
こ
と
Ｌ
な
っ
た
。

全
国
收
權
高
予
想
に
比
し
下
廻

る
作
況
と
な
っ
た
こ
と
は
達
観

検
見
及
び
坪
刈
り
実
施
の
結
果

に
よ
る
も
の
で
腱
民
の
表
情
も

決
し
て
明
る
い
も
の
と
は
云
え

な
い
だ
ろ
う
。

て
さ
せ
た
ら
四
十
才
位
と
い
っ

て
ま
し
た
、
六
十
才
な
ん
て
長

命
す
る
人
は
稀
ら
し
い
よ
う
て

す
博
物
館
、
植
物
園
、
動
物
園

が
あ
り
ま
し
た
が
、
動
物
剛
の

象
の
曲
芸
は
世
界
一
と
き
い
て

ま
す
。
国
会
に
行
っ
た
時
森
友

今
川
か
ら
三
ヶ
年
間

蠅
生
鳥
獣
は
年
々
激
城
し
て

い
ま
す
が
、
こ
と
に
本
県
内
に

お
い
て
は
、
わ
が
国
の
国
鳥
で

あ
る
き
じ
の
城
少
は
著
し
く
、

め
す
き
じ
の

捕
獲
が
禁
止

ん
で
ま
す
、
反
当
十
八
万
円
位

收
益
が
あ
る
５
で
す
、
茶
に
だ

け
は
施
肥
す
る
そ
う
で
す
。
椰

子
も
手
肥
斜
で
之
か
ら
は
鮒
分

も
澱
粉
も
油
も
と
れ
ま
す
私
が

見
た
の
で
は
↓
ハ
ナ
、
の
実
二
枝

こ
て
く
れ
と
か
養
意
恥
や
り

た
い
一
か
ら
参
考
書
を
送
っ
て
く

れ
と
か
申
し
て
ま
し
た
、
八
塚

陽
介
農
林
部
長
に
話
し
た
と
こ

ろ
番
穂
の
参
考
書
二
冊
を
届
け

て
く
れ
ま
し
た
か
ら
近
く
送
ろ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
茶
は
年

中
の
び
て
い
て
二
十
日
毎
に
捕

優
良
種
豚
の
貸
付
を

畜
産
の
振
興
と
農
業
経
営
の
合
Ｌ
生
産
に
重
点
を
お
く
計
脚
を

理
化
を
は
か
り
農
家
經
済
の
安
進
め
て
い
る
。

定
に
寄
与
す
る
た
め
、
さ
き
に
今
回
指
定
し
た
貸
付
者
は
左
の

助
成
豚
の
あ
っ
せ
ん
を
し
た
か
通
り
で
あ
る
。

今
回
更
に
質
的
向
上
を
め
ざ
し
種
耽
豚

隆
良
な
る
極
豚
を
導
八
し
、
市
赤
浜
小
時
高
之
進

の
計
画
に
よ
り
指
定
す
る
農
家
秋
山
大
部
伝
七

に
貸
付
け
て
飼
育
せ
し
め
増
殖
種
牝
豚

し
た
仔
豚
は
更
に
指
定
農
家
に
安
良
川
宇
佐
美
清
凱

貸
付
け
る
方
法
に
よ
り
優
良
豚
秋
山
大
部
軍
高

を
逐
次
増
殖
す
る
方
針
で
あ
る
横
川
豊
田
武
門

ま
た
橦
牝
豚
の
導
入
を
□
な
い
島
名
落
合
正
行

一
般
に
利
用
願
い
品
質
の
陶
汰
下
手
綱
斎
藤
春
夫

に
つ
と
め
将
来
は
良
質
の
も
の
上
手
綱
大
越
元
吉

【

０

１

‐

凸

、

！

、

ｌ
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ｊ
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１

１

，
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Ｉ

Ｆ
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■

１

ｂ

０

．

１

日

恥

１

．

１

１

、

、

ｂ

ｊ

ｈ

１

、

ｌ

ｑ

ｌ

Ｊ

一
課
の
所
在
移
動

一
十
一
月
一
日
以
後
次
の
よ
う
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
一

一
ら
せ
致
し
ま
す
。

一
教
育
委
員
会
は
研
修
会
館
へ
（
電
話
外
線
四
七
六
番
）

土
木
課
は
教
育
委
員
会
跡
へ
（
電
話
内
線
一
四
・
一
七
番
）
’
一

一
商
工
会
睦
信
祉
事
務
所
へ
（
電
話
内
線
一
八
番
）

↑
農
業
委
員
会
は
商
工
会
跡
へ
（
電
話
内
線
一
六
番
）

一
恥
業
安
定
所
は
土
木
課
跡
へ
（
電
話
内
線
一
三
番
）

、

Ｊ

，

、

０

く

１

‘

、

ノ

ー

ト

，

、

、

ｆ

、

、

１

ト

ー

１

ｌ

ｌ

‐

１

Ｌ

１

‐

、

Ｐ

１

ｌ

Ｉ

ｌ

ｌ

Ｌ

０

‐

ｂ

‐

ｈ

１

１

‐

１

１

１

１

‐
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ｂ
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ｂ
『
』
■
■
し
Ｑ
‐
ｐ
ｑ
ｈ
０
ｂ
ｑ
匙
１
，
■
、
巳
Ⅱ
１
ｔ
ｂ
ｑ
ｂ
町
Ｌ
■
ｌ
Ｌ
ｑ
ｂ
ｑ
４
ｂ
ｑ
』
ｑ
ｂ
ｑ
Ｏ
』
日
』
ｑ
ｂ
ｑ
ｌ
Ｌ
ｑ
ｂ
ｑ
０
ｂ
マ
凸
ｑ
ｂ
ｑ
＆
ｑ
ｈ
ｐ
５
Ｌ
ｑ
Ｏ
Ｌ
ｑ
卜
、
色
ｑ
Ｌ
ｑ
ご

こ
の
ま
ｋ
で
袖
く
と
絶
滅
す
る
づ
い
て
、
め
す
き
じ
の
捕
礎
が

今
年
の
十
一
月
か
ら
昭
和
三
十

お
そ
れ
さ
え
あ
り
ま
す
の
で
、

本
年
度
か
ら
久
慈
郡
大
子
町
に
五
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
の
二
一

カ
年
間
、
県
内
で
禁
止
に
な
り

県
営
の
き
じ
誰
殖
場
を
設
撹
し
ま
し
た
、
狩
猟
者
は
も
ち
ろ
ん

て
、
こ
上
か
ら
生
産
さ
れ
た
き
一
般
の
方
も
違
反
行
為
等
絶
対

じ
を
、
県
内
禁
猟
区
群
に
放
翔
に
な
い
よ
５
お
互
に
心
掛
け
て

し
て
繁
殖
に
つ
と
め
て
お
り
ま
農
作
物
や
森
林
等
に
有
益
な
、

１
力
さ
ら
に
積
極
的
に
増
殖
き
じ
の
増
殖
を
図
り
ま
し
よ
う

』
字
函
宅

を
図
る
た
め
、
狩
猟
法
に
も
と
（
林
政
課
）

農
場
に
は
之
れ
と
云
う
設
備
も

な
く
黒
山
羊
が
い
ま
し
た
が
乳

も
良
質
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で

す
、
お
茶
だ
け
が
先
進
し
て
畜

産
な
ぞ
は
一
番
お
く
れ
て
い
ま

し
た
。
（
以
下
次
妙
）

を
天
秤
で
か
つ
い
で
ま
し
た
が

ユ
ッ
サ
ノ
ー
と
天
秤
が
し
な
う

程
の
大
き
い
も
の
で
あ
り
ま
し

た
。
ゞ
ハ
ン
ダ
ラ
ナ
イ
ケ
首
相
経

営
の
農
場
二
百
町
歩
は
椰
子
だ

け
で
六
千
万
円
の
年
收
が
あ
る

と
い
上
ま
ず
か
ら
、
政
治
資
金

も
あ
り
余
る
筈
で
す
。
し
か
し

一
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Ｒ
木
は
敗
戦
に
よ
っ
て
約
四

十
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
国
士
を
失

い
、
せ
ま
い
四
つ
の
島
に
と
じ

こ
め
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
し
て
・
川
州
二
１
年
の
終
戦

の
と
き
に
七
千
二
百
万
で
あ
っ

た
人
口
が
、
本
年
八
月
一
日
現

在
で
九
千
百
万
に
増
加
し
ま
し

た
。
従
っ
て
こ
の
ぶ
ん
で
ゆ
く

と
、
昭
和
四
十
五
年
頃
に
は
人

口
一
億
に
な
る
と
い
ら
こ
と
が

推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
人
生
五
十
年
一
と
い
わ
れ
て

い
た
日
本
人
の
平
均
寿
命
が
男

六
十
四
年
、
女
六
十
八
年
ま
で

延
長
し
主
し
た
の
で
、
昭
和
四

十
五
年
頃
は
、
十
五
才
か
ら
六

十
四
才
ま
で
の
人
が
、
總
人
口

の
七
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る

焚 昭
側
三
十
一
年
度
中
に
高
萩
市

に
発
生
し
た
火
災
は
七
件
で
全

半
焼
の
損
害
凡
そ
五
百
八
十
一

万
五
千
円
に
駁
っ
て
い
た

す。

県
下
に
於
て
は
三
六
ｈ
件
約
三

億
五
千
三
百
万
川
の
巨
纈
と
な

り
全
国
で
は
三
百
七
十
一
億
二

千
八
百
万
円
の
莫
大
な
瓶
に
上

り
ま
す
。

茨
城
県
ば
火
災
の
少
い
こ
と
に

お
い
て
は
全
国
二
位
で
あ
り
そ

の
原
悶
に
つ
い
て
見
る
と
非
火

四
九
件
、
収
肱
四
五
件
、
か
ま

ど
二
○
件
、
放
火
一
二
件
、
風

呂
場
二
件
、
こ
た
つ
一
○
件

一
○
件
、Ｉ成

人
大
学
識
座
受
誰
報
告

平
和
と
人
口
と
教
育
の
間
迦
点

も
う
一
度
火
の
見
回
り
を

|lI I i『 =

八
件
、
い
坂
扱
に
当
っ
て
は
関
係
者
と
相
十
一
月
二
十
六
日
高
秩
地
怪
る
防
ル

０
，
１
１
‐
ｌ

Ｌ
１
Ｉ
、
‐
ｌ
Ｉ

１
ｆ
咄
’
ず

、
’
１
１
０
，
Ｊ
，
ｔ
ｌ
ｒ
、
’
１
〃

火
災
予
防
懇
間

こ
と
か
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
仇
き
樅
り
の
人
や
老
人

が
現
在
よ
り
屯
約
十
一
パ
ー
セ

ン
ト
多
く
な
る
こ
と
を
意
味
し

ま
ず
の
裾
、
今
か
ら
十
年
後
は

非
常
に
は
げ
し
い
就
職
難
の
時

代
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
役
所
や
会
社
を
停
年
に

な
っ
た
老
人
達
が
、
小
管
木
の

叩
業
で
哨
し
な
け
れ
ば
、
老
後

の
生
活
が
成
り
立
た
な
く
な
り

ま
す
の
そ
、
零
細
な
商
工
業
者

が
乱
立
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
従
っ
て
こ
の
問
題

に
遠
か
ら
ず
し
て
私
達
の
身
に

ふ
り
か
Ｌ
っ
て
く
る
問
題
で
す

か
ら
、
極
め
て
重
大
な
社
会
問

題
或
は
政
治
問
題
と
し
て
と
り

あ
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ろ
り
八
件
、
乾
燥
室
八
件
で
そ

の
殆
ど
が
不
注
意
に
起
因
す
る

も
の
で
、
各
家
庭
や
職
場
に
於

て
注
意
を
排
え
ぱ
防
ぎ
得
る
も

の
が
多
い
、
特
に
弄
火
取
灰
の

不
始
末
、
か
ま
ど
の
不
始
末
、

た
ば
こ
の
吸
殻
等
に
因
る
火
災

は
毎
年
上
位
溌
独
占
し
て
い
る

が
こ
れ
ら
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き

る
、
火
災
で
あ
っ
て
特
に
最
近

全
国
及
県
下
を
涌
じ
て
、
電
気

関
係
の
火
災
が
多
く
な
っ
て
来

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
家
庭
岻
化

の
普
及
に
伴
っ
て
顎
故
の
発
生

も
多
く
な
る
こ
と
が
原
剛
で
、

十
一
月
二
十
六
Ｈ

か
ら
一
週
間

2）

又
こ
れ
か
ら
先
は
お
互
に
長
命

に
な
り
ま
す
の
で
、
延
び
た
寿

命
を
有
効
に
使
う
と
共
に
、
国

家
或
は
家
族
計
画
に
よ
る
老
後

の
保
障
や
、
老
人
病
と
し
て
死

亡
率
の
商
い
脳
溢
巾
や
か
ん
に

つ
い
て
、
も
っ
と
深
く
考
え
る

必
要
が
あ
る
と
私
は
思
い
ま
す

次
に
人
口
増
加
の
原
因
と
な

る
出
生
と
死
亡
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
す
と
、
終
戦
直
後
二
、

三
年
間
は
出
生
率
が
最
高
に
達

し
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
そ
の

頃
の
約
半
分
位
に
低
下
し
、
世

界
中
で
哨
低
い
方
の
部
に
入
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
非
常
に
よ
ろ

こ
ば
し
い
）
」
と
に
違
い
あ
り
主

せ
ん
が
、
出
生
率
低
下
の
裏
に

は
人
工
死
産
即
ち
雄
娠
中
絶
堕

胎
と
い
う
、
誠
に
よ
ろ
こ
ば
し

く
な
い
多
く
の
事
実
か
あ
げ
ら

れ
て
い
産
す
。
統
計
に
よ
る
と

昭
和
二
十
三
年
に
は
、
出
産
一

千
人
の
う
ち
、
雄
娠
四
ヶ
月
以

上
の
堕
鐵
が
十
一
人
で
あ
り
ま

談
の
上
使
用
す
る
よ
う
注
意
を

要
し
ま
す
．

今
年
も
い
よ
／
、
火
災
の
多
い

季
節
と
な
っ
て
参
り
ま
し
た
の

で
、
よ
り
一
層
火
災
予
防
思
想

の
普
及
徹
底
を
図
り
、
消
防
機

関
と
一
般
民
衆
と
が
一
体
と
な

っ
て
物
心
両
面
に
亘
る
火
災
予

防
態
勢
を
強
化
す
る
こ
と
が
、

火
災
期
に
対
処
す
る
最
善
の
方

策
と
考
え
ま
す
、
来
る
十
一
月

二
十
六
日
か
ら
一
週
間
秋
の
全

国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ

る
の
で
高
萩
市
に
お
い
て
も
こ

れ
に
呼
応
し
て
諸
行
事
を
消
防

団
が
、
王
体
と
な
っ
て
行
い
ま
す

か
ら
市
民
皆
様
の
御
協
力
を
御

願
し
ま
す
。

火
災
予
防
週
間
實

施
予
定

し
た
が
、
昭
和
三
十
年
に
は
五

十
一
人
の
多
き
に
達
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
統
計
に
あ
ら
わ
れ

て
い
な
い
現
在
の
雌
胎
總
数
即

ち
伽
娠
四
ヶ
月
以
下
も
含
め
た

数
が
、
終
戦
直
後
の
五
倍
以
上

は
る
か
に
多
く
な
っ
て
い
る
こ

と
を
物
語
る
も
の
で
、
決
し
て

よ
い
傾
向
と
は
申
せ
な
い
の
で

あ
り
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
胎

児
は
無
意
識
で
は
あ
り
ま
す
が

立
派
な
人
格
で
あ
り
ま
す
か
ら

人
間
尊
重
の
意
味
で
、
も
っ
と

人
道
的
に
胎
児
の
立
場
に
同
情

的
で
あ
る
と
共
に
、
母
親
の
健

康
に
つ
い
て
も
充
分
に
考
え
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
か
ら
で
す

こ
の
よ
う
な
わ
け
で
私
は
、
金

が
か
Ｌ
ら
な
い
で
完
全
に
姫
娠

を
さ
け
ら
れ
る
避
雄
法
を
も
っ

て
す
る
家
族
計
画
の
研
究
指
導

は
、
非
常
に
大
切
な
仕
事
だ
と

考
え
ま
す
。
（
次
号
に
続
く
）

（
筆
者
は
市
商
工
会
役
員
肺
長

吉
衛
氏
）

サ
イ
レ
ン
吹
鳴

警
鐘
打
鐘

全
戸
カ
マ
ド
点
検

防
火
宣
伝
、
橦
擬
火
災
演
習

危
険
物
主
要
建
物
予
防
杏
察

防
火
ス
ラ
イ
ド
上
映
（
高
萩

劇
場
、
ヒ
カ
リ
座
）
「
火
の

用
心
」
懸
垂
幕
及
横
断
幕
設

置
十
一
月
二
十
七
日
松
岡
地
区

防
火
宣
伝
模
擬
火
災
猿
習

消
防
機
Ｕ
房
点
検
性
能
検
査

十
一
月
二
十
八
日
高
岡
地
区

若
栗
、
上
君
田
、
下
君
田
、

横
川
、
前
日
に
同
じ

十
一
月
二
十
九
日
高
岡
地
区

大
能
、
模
擬
火
災
自
動
車
消

防
ポ
ン
プ
応
援
要
請
訓
練

中
戸
川
前
日
に
同
じ

十
一
月
三
十
日

高
萩
松
岡
地
区
拡
声
器
に
よ

拡
声
器
に
よ

ハ
思
想
普
及
宣
伝

及
宣
伝Ｉ

〃
九
州
災
害
者
に
救
援
の
手
を
〃
と
去
る
八
月
十
三
日
よ
り
義
損

金
を
募
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
此
の
度
皆
様
の
御
厚
情
の
も
と
に
多

大
な
御
恵
贈
を
戴
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
上
に
そ
の
結
果
を
報

告
し
厚
く
御
礼
申
上
げ
ま
す
。

筒
義
損
金
は
茨
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
経
由
の
上
十
一
月
一
日
熊

本
県
社
会
福
祉
協
議
会
長
宛
送
金
い
た
し
ま
し
た
。

義
損
金
十
一
万
九
千
八
百
九
十
二
円
也

婦
人
会
他
一
七
八
組
内

そ
の
他
小
桜
町
子
供
会
よ
り
衣
類
群
十
九
件
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し

た
が
長
崎
日
赤
支
部
長
宛
送
付
し
ま
し
た
の
で
申
添
ま
す
○

十
二
月
一
日

高
岡
地
区
前
日
に
同
じ

十
二
月
二
日

消
防
団
幹
部
の
火
災
予
防
思

想
普
及
宣
伝
に
対
す
る
研
究

会
、
反
省
会

参
加
者
、
班
長
以
上
の
幹
部

|〆'""｡｡｡"'．：""'"．"蕊 昭
和
三
十
三
年
産
麦
類
採
種
圃
擢
当
者
名

一
増
産
は
侵
一
良
種
子
の
更
新
か
ら
一

御
協
力
あ
り
が
と
う

品
種

竹
林
茨
城
二
号

″〃″む
さ
し
の
麦

″〃農
林
五
号

″農
林
六
一
号

〃〃″〃″農
林
六
四
号

〃ア
オ
バ
小
麦

｜

’

一
面
稜一

○
一
上
手
綱

一
○
高
萩

五
赤
浜

毒
一
ハ
手
綱

工
赤
浜

一
○
秋
山

一
○
島
名

五
・
高
斗
秋

至
上
手
綱

一
○
｜
〃

五
上
手
綱
郷
十

五
″
仰
信

五″

下
山
叩

一
五
高
誕
紳
粂

五
赤
浜
一
鈴
太

五
上
手
棡
一
神
鳫

一
○
安
良
川
一
大
和

郷
土

全
員

別
動
班
と
し
て
市
役
所
消
防

隊
に
よ
る
危
険
物
取
締
條
例

に
因
る
予
防
査
察
を
運
動
期

間
中
間
今
後
も
継
続
実
施
す

る
○圧

所

行
男

岬
長
春
井

下
山
田
栄
三
郎

神
永
吉
平

鈴
木
徳
男

神
長
安
吉

大
和
田
信

神
長
豊

沼
田
慶
一

鈴
木
徳
男

篠
原
新
一
郎

斎
藤
一
郎

渡
辺
栄
八

大
都
直
輝

深
谷
保
雄

今
川
孝
夫

坪
《
和
肇

立
原
庄
之
助

捲
当
者
名 ’

120-
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(1

は
勿
論
、
入
院
往
診
、
看

護
移
送
も
行
わ
れ
る
、
こ
の

給
付
は
最
も
大
切
な
給
付
で

「
法
定
給
付
」
と
よ
ん
で
い

る
、
ま
た
何
等
か
の
都
合
で

指
定
医
以
外
の
医
師
に
治
療

を
う
け
た
と
き
は
こ
れ
ら
の

費
用
を
現
金
で
支
挑
わ
れ
る

が
、
こ
れ
を
療
養
費
の
支
給

ｆ
…
…

療
養
の
給
付

被
保
険
者
が
病
気
、
悸
我
を

し
た
と
き
医
師
か
ら
必
要
な

治
療
を
う
け
る
こ
と
で
、
病

気
、
怪
我
か
治
る
ま
で
診
療

や
薬
剤
及
治
療
材
料
の
支
給

こ
ろ
ば
ぬ
先
の
つ
え

艫
鮒
国
民
健
震
保
隙
１
画

出
産
の
介
助
や
産
前
産
後
の

診
養
処
置
を
う
け
る
こ
と
が

で
き
る
、
市
町
村
の
都
合
で

助
産
蜜
の
定
額
支
給
を
も
っ

て
こ
れ
に
か
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
現
在
実
施
し
て
い
る

市
町
村
で
は
定
額
支
給
の
と

こ
ろ
が
多
い
。
こ
れ
は
任
意

給
付
で
あ
る
。

ｉ
恥

と
い
う
。
療
養
の
給
付
も
療

養
費
の
支
給
も
全
額
で
な
く

そ
れ
人
、
条
例
に
よ
っ
て
そ

の
割
合
が
定
め
ら
れ
る
。

②
助
産
の
給
付

被
保
険
者
が
お
産
の
と
き
、

蕊 蕊
泰鐸

篭

､蝉 診武ふき

(写真は議員、委員、吏員組合せの二人三脚継走）

多
く
は
哺
育
手
当
を
定
額
支

給
す
る
例
が
多
い
。
こ
れ
も

任
意
給
付
で
あ
る
。

四
一
部
負
瘡
金

保
険
者
は
、
療
養
の
給
付
を

す
る
た
め
に
そ
の
被
保
臓
者

が
通
常
利
用
す
る
範
阻
の
一

般
開
業
医
や
、
国
立
病
院
、

県
立
病
院
、
診
療
所
等
と
一

、
峠
電
薄
ぷ
ぐ
い
ふ
令
ぷ
ふ
へ
心
へ
●
嘩
心
雫
季
ふ
ぐ
《
ふ
ふ
今
ぷ
ふ
へ
ふ
ぐ
や
唾
い
ふ
い
ふ
曇
今
や
苓
今
季
季
心
守
い
ふ
、
》
嘩
竿
ぐ
ざ
幸
ふ
ぶ
く
嘩
式

第
二
回
市
役
所
運
動
會

十
一
月
三
日
菊
花
薫
る
文
化
の
佳

き
日
、
市
役
所
職
員
組
合
市
議
会
、

市
教
育
委
員
会
共
催
に
よ
る
市
役
所

大
運
動
会
を
商
萩
小
学
校
ゲ
ラ
ソ
ド

で
午
前
八
時
半
か
島
開
催
し
た
。

赤
組
、
白
組
、
黄
組
、
緑
組
の
四
組

に
分
か
れ
て
競
技
を
競
い
、
秋
晴
れ

の
澄
み
き
っ
た
青
空
の
も
と
楽
し
い

一
日
を
過
し
た
各
組
總
合
点
数
は
赤

組
六
十
二
点
緑
組
五
十
六
点
、
白
組

四
十
八
点
、
黄
組
三
十
八
点

，
、
、
～
↑
・
↓
．
！
．
“
十
月
十
六
日
は
保
育

〈
耐
ソ
一
所
の
涼
足
で
し
た
。
毎

祁
日
一
つ
づ
比
少
く
な
る

一
Ｌ
《
一
楽
し
み
「
あ
と
い
く
つ

〉
だ
一
寝
る
と
遠
足
？
」
は
決

一
所
一
晴
に
恵
ま
れ
暖
か
く
楽

一
塞
目
《
虹
妙
魁
函
燕
唖
蛙
挙
郵

》
保
司
い
リ
ッ
ク
を
背
負
っ
て

・
く
：
。
↑
。
ｊ
・
ゞ
《
舛
親
の
手
を
引
く
張
切
り

よ
う
。
朝
八
時
集
合
全
員
出
席
で
す

③
談
》
祭
の
給
付

被
保
険
者
が
死
亡
し
た
と
き

に
給
付
す
る
が
多
く
は
喪
主

に
な
る
人
に
葬
祭
費
洋
定
額

支
給
す
る
例
が
多
い
。
こ
れ

も
任
意
給
付
で
あ
る
。

④
哺
育
上
の
手
当

こ
れ
は
、
母
乳
代
用
品
の
支

給
、
栄
養
品
の
支
給
、
そ
の

他
哺
育
上
必
要
な
物
品
の
支

給
、
ま
た
は
貸
与
で
あ
る
が

現
在
多
く
の
保
険
者
に
お
い
も
あ
る
の
で
幾
多
の
事
業
が

て
は
五
割
で
あ
る
。
山
積
し
て
い
る
が
、
住
民
の

む
す
び
福
祉
の
基
盤
を
な
す
国
民
純

国
民
健
康
保
険
は
住
民
の
健
康
保
険
は
何
は
さ
て
お
い
て

康
の
保
持
増
進
よ
り
み
て
も
も
実
施
し
な
け
れ
ば
紋
ら
な

医
療
費
負
搭
の
軽
減
よ
り
み
い
。
厚
生
課
に
於
て
只
今
、

て
も
、
あ
る
い
は
日
常
生
活
之
が
準
備
を
進
め
て
い
ろ
の

の
改
善
向
上
の
点
よ
り
み
て
で
遠
か
ら
ず
本
事
業
が
開
始

も
、
不
可
欠
の
制
度
で
あ
る
さ
れ
、
市
民
の
健
康
維
持
に

争
争
へ
ふ
ふ
ふ
ふ
《
《
へ
ぷ
ふ
争
令
蕊
＆
ふ
ふ
、
唾
手
令
ふ
く
、
い
ぶ
、
食
背
幸
苛
、
轡
い
ふ
へ
心
ハ
ヘ
侭
ふ
や
心
い
や
や
、
幸
い
ふ
ふ
蝕
曝
戦
吋
思
心
哩
零
や
争
い
今
今
心
令
や
今
心
や
《
い
ふ
ふ
ゃ
ふ
ふ
今
令
や
ぶ
↑
ふ
ふ
ふ
ふ
心
ふ
ふ
翻
、
嘩
守
》
《
、
《
試
心
ふ
ふ
、
》
ふ
ふ
ふ
ふ
ふ
心
ふ
ふ
令
芋
ふ
、

八
時
半
、
ハ
ス
二
台
で
元
気
に
出
お
集
り
下
さ
い
」
で
、
豆
電
車

発
子
供
達
に
は
楽
し
い
現
実
等
に
心
を
残
し
乍
ら
バ
ス
は
沼

（
夢
で
は
な
い
）
を
乗
せ
て
走
の
内
に
向
う
、
弁
天
様
の
池
で

る
車
内
は
大
に
ぎ
わ
い
。
車
掌
は
投
げ
た
餌
に
集
ろ
鯉
が
皆
を

の
お
姉
さ
ん
も
子
供
向
の
唱
歌
樂
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
「
為

を
練
習
し
て
来
て
共
に
歌
っ
て
っ
大
き
い
ノ
、
」
児
童
の
声
も

く
れ
る
。
鯉
も
元
気
が
良
い
・

見
晴
し
の
良
い
所
で
「
オ
シ
ヅ
で
て
こ
い
ノ
、
池
の
鯉
の
漱
と

．
」
休
憩
、
快
適
な
舗
装
道
路
共
に
バ
ス
は
豊
間
に
着
く
。
海

を
走
っ
て
平
着
ｕ
坂
を
昇
る
と
岸
通
り
を
帰
路
に
つ
く
。
車
内

松
ヶ
岡
公
園
が
私
達
を
待
っ
て
は
海
の
歌
と
な
る
、
か
も
め
が

い
ま
し
た
し
早
速
児
童
達
は
豆
飛
ん
で
居
る
と
車
掌
さ
ん
と
の

砥
車
に
乗
っ
て
ニ
コ
ノ
、
、
続
合
唱
も
「
か
も
め
の
水
兵
さ

蓋
霧
熱
濯
蓬
罐
議
》
観
雛

や
樹
蔭
で
お
辨
当
を
ひ
ろ
げ
る
ろ
。
畑
の
雨
線
に
か
ら
す
が
集

リ
ッ
ク
が
少
し
軽
く
な
る
と
皆
っ
て
居
る
「
か
ら
す
な
ぜ
な
く

思
い
ｊ
、
に
観
覧
車
、
飛
行
機
唖
葬
へ
；
《
妹
彫
諏
嘩
皿
韮
ざ
認
罐

象
の
メ
リ
ー
、
コ
ー
ラ
ソ
ド
と

り
の
歌
を
唱
い
な
が
ら
・

父
兄
も
共
に
楽
し
む
ひ
と
時
で
自
動
車
の
お
汚
さ
ん
、
車
掌
の

し
た
。
「
も
一
度
ボ
ー
ト
に
乗
お
姉
さ
ん
有
が
と
う
保
科
会
長

せ
て
」
と
お
母
さ
ん
を
引
張
っ
始
め
父
母
の
会
の
皆
様
お
仙
話

て
ゆ
く
。
公
園
事
務
所
の
マ
イ
識
恥
匙
唾
澤
悪
拙
妙
や
鱈
砿
莎

ク
で
「
高
萩
保
育
所
の
皆
さ
ん
時
四
十
分
駅
前
で
解
散
。

定
の
診
療
契
約
を
と
り
き
め

る
。
こ
の
診
療
契
約
を
と
り

き
め
た
医
師
を
療
養
擴
当
者

と
い
弓
。
し
た
が
っ
て
被
保

賦
者
は
、
こ
の
療
養
握
相
者

に
つ
い
て
必
要
な
治
療
を
受

け
て
、
療
治
代
の
一
部
を
直

接
窓
口
で
支
挑
５
。
こ
れ
を

一
部
負
循
金
と
い
う
。
一
部

負
据
金
の
割
合
は
条
例
に
よ

っ
て
き
め
る
こ
と
に
な
る
が

一
と
が
わ
か
る
ｃ
今
や
社
会

偲
障
制
度
の
中
核
と
し
て
重

視
さ
れ
て
き
た
の
も
当
然
の

こ
と
で
あ
る
。

憲
法
才
十
一
條
に
「
こ
の
憲

法
が
国
民
に
保
障
す
る
自
由

及
び
権
利
は
、
国
民
の
不
断

の
努
力
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を

維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

云
々
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る

本
市
は
合
併
直
後
の
新
市
で

１
新
生
活
の
道
し
く
る
１

第
七
回
生
活
科
学
展

毎
年
秋
の
文
化
行
事
の
最
終
を

か
ざ
る
生
活
科
学
展
が
水
戸
茨

城
会
館
で
来
る
十
二
月
三
日
か

ら
七
日
ま
で
五
日
間
毎
日
午
前

九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
開
か

れ
ま
す
。
（
入
場
無
料
〕
主
な

展
示
品
は
住
生
活
創
意
工
夫
姑

で
生
活
の
向
上
に
役
立
つ
も
の

が
展
示
さ
れ
ま
す
の
で
多
数
観

覧
し
て
下
さ
い
。
（
茨
城
県
）

交
通
安
全
運
動
の
七
目
標

㈲
対
面
交
通
の
励
行

口
正
し
い
横
断
の
励
行

白
学
童
の
通
行
の
保
護

回
安
全
通
行
の
励
行

㈲
踏
切
に
お
け
る
安
全
確
保

の
励
行

㈲
自
転
車
の
左
側
一
列
進
行

㈲
路
面
の
確
保

本市の

世帯と人口

つ
い
て
の
保
障
が
な
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
の
で
市
民
各
位

の
絶
大
な
る
協
力
を
願
う
も

の
で
あ
る
。
終
り

目
一
工
つ

〃
子
供
の
輪
澗
”

Ｉ
激
増
す
る
交
通
事
故

許
な
く
し
よ
う
Ｉ

（32.11.1.現在〕

世帯 6．833

人口 32．442

(男） 16．174

(女） 16．268
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